
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

54
動　物　学　雑　誌 第 71 巻 ・第 1・2 号

区分，
ス ズ ム シ O 原点 に止 ま る 区分，シ ョ ウ ジ ョ ウバ エ の 速 い 2 つ の 区分等 で あ る。こ れ ら リパ ーゼ 不安定

区分はす べ て 糖を含み ・ リパ ーゼ 処 理 彳鶲 斷 よタ ン パ ク 中 に残 る t ユ ス リカ幼虫 の 赤色 タ ン パ ク は 4 つ の 区
分が分直 され る ：

生 化 学 ・細 胞 ・遺 伝

第 皿 会 場 ・第 2 日

セ ル ラ ーゼ の 比較 生化 学的 研究 （予報）　 安増郁失 ・横江靖郎 簾 大 ・教養 ・生 ）

溝 鷹 印 聴 ル ラ ーゼ 眠
『
撫 脊椎 動物 巡 く璽 ・しか 知 ら才して い な い 。し か し従 来行われ て い た セ 、。 ヲ

ーゼ 活 性測定 の 万 法 は 天 然 セ ノ し 卩
一ス 等非水 溶性 セ ル ロ ース が 主 に 基 質 と し て 用 い られ て 来 たが ，

セ ル ラ ー

ゼ 活性 の 低tA　tt の で は こ の 様 な基質を 用 い て 七 ル ヲ
ー

ゼ を検 出す る こ と は 困難 と思 わ れ る 。 そ こ で 著者 らは

水 溶性
『
セ 肺 一ス の 1 つ ・か し ボ キ シ メ チ ・レ セ ル rr 一ス を基質 と し て そ の 粘性低下度 をも つ て ，種 々 囑 物 ，

主 と して 草食性又 は雑食性 の もの に つ 乙 セ ？L・ヲーゼ の 検出を 試 み た 。 動物 の 消化器官 は 前 も っ て リ ン ゲ ル

液 等て バ ク テ ワ ア 勲 ミ静 去 っ た 彳麺 欝 縮 液叉 は 胃液 を用 い た 。 そ ・囃 果 ， 鴨 類 （18 種類）， 環膕

物 （9 種類お 軟体類 （18 種類） に は だ い た い 全部 の もの に セ ル ブ ーゼ 活性 が 認 め られ た が ， 棘 皮動物 （14

種類 1・願 類 （5 種 類 ）・ 脊椎動物 （5 種類） に は 躰 疑 除 き活師 二認 め られ な か っ た の で ，セ ノし ヲ
＿

ゼ

の
・
分右 1二系銃蛉関係を拝≒定さ せ る に 至 っ た。

　　　　　　　　　 ネ ズ ミ横 隔膜 の糖代謝 1　 場内　賢介 （東大 ・ 教養 ・生）

　
イ ン シ ユ リ ン は 筋肉組織 に 作用 して ， そ の グ ；L コ ース 摂取 お よ び グ リ コ ゲ ン 合成 を促進す る こ と が知 られ

て い 誠 徹 読 叙 瀬 融 筋肉 を用 V ・・　
’
・
’
　2 の 際 の 燗 陛 嫉 の 鵬 を護べ た 掴 ・ シ ・ リ 。 非 存 在

下 で は 夘 コ ース 摂驢 旗 鞣 条件・青 M ・ ジ ニ 1・… r フ エ … 一
・LIC よ っ て

，
　 a　t， キ ー

：　 ri・一・x ｝g ］liaが モ ノ

ヨ
ー

晒 酒麦，二 よ っ て ，そ れ ぞ れ 増 大す る 二 と か ら ．
こ れ らの 処 王引 こ よ り縛 の トヲ ン ス ボ ートは 促進 き れ る と

考 え られ る 。こ Q 時組織 の ATP 量 は実際 に 低下 し て い る 。 次 に イ ン シ ユ リ ン に よ る グ ん コ ース 摂取促進作用
は ・ 上 記 の 処驟 昌 乱 瓢 下 し・特 に 呼 吸 阻害 の 場合 に は 穏 シ ・ り ・ 作 用硼 離 と ・搬 阻議 とは

直線的 な閲 剰紘 っ た 」 鷲 喋 果 帖 ・ a」・ ・ シ ・ リ ン 非 1・，E 下 の 樽 の トラ 以 ボ ー トは ATP 腰 し な、。
姆 的 罷 鋭 教 ら 縁 が ・ イ … 　り ・ に よ っ て 隷 る け 以 ・・一 トは A・・’P の 存在 と 何 赫 の 関係
ボ あ る t ¢ と 思われ る。

　　　　　　　　　 カ イ コ の フ ェ ノール 物質 とそ の脱皮 ・ 変態 との 関連 II

　　　　　　　　　　　　　　 富 野 士 良 ・大 西 英爾 （都 立 大 ・理 ・生 ）

富野 は カ イ ・ の 体液中に チ 1・ ジ ン
、 ドーパ ，オ キ シ 叡 ・ ・マ

， プ ・・ トカ テ キ ・ 酸が存在す る こ と をべ ＿
バ 冖ク ゜ 外 i： よ っ て 確 認 L ・ 凝 之等 の ・ ・ ノ ー

・・額 が 皺 時 に 謙 ｝・増 加 す る こ とを発表 し た （1959

年大会）。

今鍍 は D ・ we ・ 5° 鋤 ヲ ・ 伽 マ トを 齪 妬 ・ と に よ L， ， 上 記 の 結 果 納 確認 し
， 鄭 訐 噺 知

見 を厭 ・ 劉 励 麺 で 初 め て 2 襁 の オ ノ・ げ 7 ． ・ 一
・・の グ ・レ コ シ ドの 存在 瞬 認 し．そ の うちの 1 っ の

構 造 鹸 定 1’た ・ 力 仁 の ア …
一

・し 撮 ｝漁 灘 鵑 D ・・… x5 ・ （・ 8
，
　 Na 一

型）の h7 ム 〔2．6× 45。 m ：）　 IC
臓 し・pH 　 1・　5

・ P・H 　 6・°・pH 　7・° の 緩飜 で 遂次溶 跡 る と， ．t　d ・ の ・ エ ノ ー・吻 質 は 分 離良 く殿
さ 掃 段 魁 ち か ら・グ ・レ ・ シ ダ ー

礎 理 に よ っ て ヂ フ ． ・ 一ル の 反応 を厩 る 2 っ の 頒 耀 られ た ．
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うち 1 つ は ，
ペ ー． ・一ク ・ マ ト，分光分析 ， 加 ・k蠏 物嚥 譌 の 髞 か ら ・

N −
・・c‘〉

’1d ° P” mine
一
β
’D −

91ucoside で ある こ とが決定され た ・

棘 皮動物胚 のアル ギ ニ ン ・フ ォ ス フ ・ キナ
ーゼ とク レ アチ ン ・フ オ ス フ オ キナ

ーゼ

　　　　　　　 IV． ウ ニ 精子 の ク レ ア チ ン ・ フ オ ス フ ォ キ ナ
ーゼの 局在

　　　　　　　　　　　　　 柳沢　富雄 （都 立大
・理 ・生）

さ 都 ウ ニ 類及 ・ 1・．噸 を用 い
， 轍 動物 の 卵 は ア ル ギ ニ … フ ・ ス フ a

「
キ ナ ーゼ （APK ）及 ア ル ギ ニ ン

燬 を請 子 儲 レ ア チ ・ ・7 ， 一 フ ォ キ ナー一・ （CPK ほ ク ・ ア チ 囀 酸 を含擦 を 述 べ た ・’ k 等 曜

素 の 継 鹹 在性 を矢，る事 は J それ が細胞内課 し て い 姓 理 的役割 蠏 明す る手 が か ゆ 1 つ とな る・屮卩

の A ・
・K は主離 胞 基質 lc局在す る 事 嫐 に黠 し た の で

，
こ こ で は 精予 の （］1’K の 局在髄 述 べ る・

3 種類の ウ ニ 嘯 子 を，
ホ モ ゲ 州 ・・

一暗 灘 魁 雄 肌 ・ 分別遠 ・歴 頭 ・中片 ・尾 の S部 に わけ た ・

  K ミ甜 驪 蛸 歴 牲 が羆 強 く， E と頭 に 肺 ず か な灘 燵 ・ らt・ る 1け ぎ飢 尾の 瀰 鰍 中

片 の 雅 蹴 上 澄 中嗣 劫 の 量 の 蛋郎 冶 ま れ て 紘 鰭 は CPK 章甜 を ほ と ん ど示 さ なL”　f・；・ 後者は

中片 に 跡 べ き活性を示 し た ．
2・3 の 齦 か ら 1 の 1甜 鱈 ・片舳 来す る もの と 離 ら れ る もの で ・ 精子 の

CPK は 主 に 中片 に 局在す る もの で あ る 。

　　　　　　 ウ ニ 卵受精 に ともな う DPN 量 の 消長　　大 西 　孝之 （東大 理゚ ’動 ）

パ フ ン ウ ニ 叨 随 用 1，、 て
， 隷 精 の 時 汲 酸 鞭 第 吩 割まで の L・・… L’・ ろ の 時期の DPN 量 測 り・さ ら

に 二 。 チ 癰 ア ミ ドが DPN 量 ICどの め な雛 を及 ぼす か 罐 べ た．卵 玉・。 万 IGgLo 　DPN 　ke 　7 数

で 爵 と沸 購 67．受精後 竕 29
， 耀 繝 3廴，線条期 37

， 中期 4・
・ 彳鍵 軋 繝 43 で ・ 難 直

後 57％ の DPN の 減 少が見 られ ， そ の 彳紗 し づ つ 勵 ・して ゆ く・ 最終齦 ・・5・ 圭゚
−2M

肚 僻 コ チ ン 酸

ア ミ ドで 耡 竕 裂 は 完 全に 抑制 枕 る カ・，受精齬 に 二 ・ チ 鍛 ア ミ ドを」J口ft・・’9；
Tt

き ・ 受精 後 竕 ・
3° 分・

6吩 の 時 の DPN 量 酬 る と．灘 青後 5 分 の 対 照で は 31，2・5・ 1。r2M ニ コ チ 職 ア ミ 拠 理 で は 34
・
5×

1。−uM 　 〈
．は 36

． 受精 EE　 S・ 分 の 対照 （核 融 合 期 ， 36，2・5・ 1・一・Nな処 遡 2
・

5× 1・−2M 処 理 42
・ 受 準鞦 6°

分 の 嬾 （絲 期） 32
，

2、5・ 1・一・M 態 51
，

・・ 1・−2M 鯉 47・い ず れ の 場合 ・・ い ・ チ 職 ア ミ iごを作

用 さ せ て む くと ， 螺 ｛1に 比 し高 い DPN レ ベ ル を示 し た。

ラ ッ テ肝 の ミト コ ン ド リア 分画の RNA 　　腰原 英利 （東 大 ・理 ・ 動 ）

ミ ト。 ．
・
　 1；　：丿ア 独 自唖 白合 成系の 研究 が 進馬 ・ の 分離 瓢 A の 性質 を列 押

一
・・ の 蛋 白含成系 と

の 対比 璽 べ る必要 が感 ぜ られ る．… RNA は 塩基成分 ；ヒが
一
・ イ 卿 ソ ーム の RNA 艇 れ と墅 り・ 前

者はア デ ＝n ン が 比較的多 く，
・
’
／　
−Y シ ル が 少 く，4 成分以外の 未知成分 を含 む割合 が多い ・

フ ェ ノ ール 抽 出 RNA

は そ の ま ま エ ク テ オ ラ ・ク … i・グ ラ ・ 、
一一一

［・4 分 瞳 分 1 ナられ ，
II，・IIの 分画 は 収 ・IV 分 画 は 多 く含

勲 ， eo 中の 正1・ 分 画 は ア ミノ 酉聽 受諏 る ，　S−R ／N ・X の 割拠 果 す もの で あ る事 を ラ ベ ル ’ア ミ ノ 酸 の

実験 は溺
一
バ ト・ ・

’
ド リ ア の ・．1M ト 似 融 液 の 欄 1液・ 必 そ の 簾 ・又 財 描 コ

ー
ル 醐 溶部

分の pH 　5 灘 嬲 よ V ．D フ ゴ ー・し抽 出 RNA の ク ・… 1・甥 碍 よ 瞳 の 性質 と9ff が 調べ ら れ た・

又 カ ル シ ユ ウ ム 燐酸 の ク ロ マ トグ ヲ ア ィ
ーで の RNA の 少 く と も 3 分 画 は マ イ ク 卩 ソ

ー
ム 及 び ．L清 か らの

RNA の そ れ ぞ れ と対応す る RNA を ミ トコ ン ドリア が 含 む事を 示 す 。
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